
（様式1）                研究事業評価調書（平成30年度）   平成30年12月15日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 平成28年度～平成31年度 評価区分 途中評価 

地域未利用資源活用による特殊卵生産技術の開発 研究テーマ名 

（副題） 
（付加価値の高い特殊卵と安定生産技術の開発） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 
農林技術開発センター畜産研究部門  

中小家畜・環境研究室 松永 将伍 

＜県長期構想等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画 

政策4 力強く豊かな農林水産業を育てる 

（１）「ナガサキブランド」の確立 

①県産品のブランド化 

長崎県科学技術振興ビジョン 
2-1．産業の基盤を支える施策 
 （1）力強く豊かな農林水産業を育てるための、農林水産物の安定生産と
付加価値向上 

ながさき農林業・農山村活性化計
画 

基本目標Ⅰ．農林業を継承できる経営体の増大 

Ⅰ-3 ながさき発の新鮮で安全・安心な農林産物産地の育成 

③安全・安心な農林産物の供給 

１ 研究の概要(100文字) 

地域未利用資源が有する機能性成分を鶏卵中に移行させた特殊卵の生産技術を開発するとともに、鶏の生

体内における機能性を明らかにすることで、暑熱期などのストレス環境下での安定した生産技術を開発する。 

研究項目 

① 地域未利用資源が有する機能性の把握 
② 地域未利用資源の給与による特殊卵生産技術の開発 
③ 現地実証試験 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

鶏卵は全国年間で約250万t生産されており、需要は長年安定している。近年、多様な消費ニーズへの対応

として、様々な工夫により付加価値をつけ、通常卵との差別化を図った鶏卵が多く流通されている。差別化の

中でも特に鶏卵中の栄養成分を強化させる手法が注目されている。消費者の健康・安全志向の高まりもあり、

このような卵質や成分が通常卵と異なった鶏卵は今後も需要が見込まれる。また、特殊卵は固定価格で取引

され、価格変動の影響を受けにくいため、生産者から開発が求められている。 

一方、暑熱期には採卵鶏において産卵率や飼料摂取量の低下が見られ、生産性に影響を及ぼす。これらの

一部には酸化ストレスの関与が指摘されており、資源に含まれる機能性成分の抗酸化作用により酸化ストレス

が緩和されれば、生産性向上に寄与すると考えられる。 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

県内の資源を飼料に加えて採卵鶏へ与える試みはされているが、卵質への影響については不明な点が多

い。今回、地域資源を活用しその中に含まれる機能性成分を鶏卵へ移行させ品質の違いなど付加価値をつけ

た鶏卵の開発に付随して、鶏体における機能性も明らかにすることが可能である。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 
項目 

研究内容・方法 活動指標  
Ｈ 
28 

Ｈ 
29 

Ｈ 
30 

Ｈ 
31 

単

位 

目標 2 
機能性成分の把握およびスクリーニング 試験回数 

実績 2 
  回 

目標 1 2 
① 

機能性成分の鶏卵への移行調査 試験回数 
実績 1  2 

 
 

回 

目標 1 1 
地域未利用資源の最適給与法の検討 試験回数 

実績 
 
 1  1 

 回 

目標 1 1 
② 

機能性成分がストレス環境下の鶏体に及
ぼす影響調査 

試験回数 
実績 

 
  

回 

目標 1 
③ 生産現場での実証確認 試験回数 

実績 
 

 
回 



 

１） 参加研究機関等の役割分担 

   長崎県養鶏農業協同組合：③生産現場での実証試験 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 
全体予算 42,084 18,476 23,608   20,100 3,508 
28年度 10,521 4,619 5,902   5,025 877 
29年度 10,521 4,619 5,902   5,025 877 
30年度 10,521 4,619 5,902   5,025 877 

31年度 10,521 4,619 5,902   5,025 -877 
 

（研究開発の途中で見直した事項） 
 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31  得られる成果の補足説明等 

 ① 

② 

③ 

・機能性成分を卵中へ移行さ

せた特殊卵の開発 

・機能性成分による生産性向

上につながる技術の開発 

1種類

 

1件 

 

 

    

○

 

○

 

 

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

県内でも名称や表示、飼料の違いなどにより鶏卵の差別化を図られている事例は多くみられる。しかし、地

域資源を飼料に活用した鶏卵では、品質や成分について曖昧なものが多い。今回、県内の資源を飼料に用

いてその機能性成分を鶏卵へ移行させることで、資源の有効活用と特色ある鶏卵の開発が可能となる。ま

た、資源に含まれる抗酸化成分の作用により、暑熱時の酸化ストレスなど生産性に影響を及ぼす要因を減ら

すことで、安定した鶏卵の生産が期待される。 

２）成果の普及 

■研究成果 

①地域未利用資源の抗酸化活性を測定した結果、緑茶粕が最も高いことが明らかとなった。  

②米ぬか由来粉状抗酸化資材の3%添加飼料は、暑熱期の採卵鶏の生産性に悪影響を与えることなく、 

卵黄中の α―トコフェロール含量を高め、卵黄中過酸化脂質濃度を低下させることができた。したがって、ビ 
タミンE等の含量が高い抗酸化資材は暑熱期における採卵鶏の鶏卵の栄養強化および過酸化脂質軽減に 
有効であることが明らかとなった。 

③ しかし、抗酸化資材の給与は飼料費の増加につながることから、地域未利用資源の中で、比較的抗酸化
活性が高い緑茶粕を飼料に添加して給与試験を行った。緑茶粕 1.5%および 3.0%の給与は、暑熱期の採卵鶏

の生産性に悪影響を及ぼさず、1.5%給与は冷蔵保存した際の鶏卵の品質が保持された。特に産卵初期の採

卵鶏への給与は、3.0%給与において血漿抗酸化能が高まり、1.5%給与においては鶏卵中の過酸化脂質を通

常飼料給与よりも軽減できた。 

■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

長崎をイメージできる新たな特殊卵の開発により消費者の商品選択の幅の拡大と、県内外での消費拡大

が期待される。また、安定生産による所得向上が見込まれる。 

■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

長崎県独自の素材を原料に用い、通常とは品質の異なる特殊卵を生産することで、新たなブランドとして

の確立が期待できる。また、年間を通した養鶏の安定した生産技術が確立する。 

（経済効果） 

販売価格：200円（特殊卵と通常卵のkg単価差額） 

日生産量：20,000羽×90％（産卵率）＝18,000個 

       1kgあたり20個に換算すると、900kg/日 

年間で200円×900kg×365日＝65,700千円の生産額 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 



（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（平成2７年度） 

評価結果  

(総合評価段階 ：  A ) 

・必要性 ：  A 

鶏卵生産において差別化された商品は、消費者の

関心や安全・健康志向の高まりの中で重要であり、今

後も需要が見込まれる。生産サイドではこのような差

別化された鶏卵は固定価格で取引され、価格変動の

影響を受けにくいため安定的な所得のために開発が

求められている。 

 

 

・効率性 ：  Ａ 

  未利用資源に含まれる栄養成分を鶏卵中へ移行さ
せた鶏卵の開発に付随して、資源中に含まれる抗酸

化成分の作用によって暑熱期などのストレス緩和効

果が期待される。資源原料中の抗酸化成分の評価に

ついては当部門の養豚の研究成果を活用しながら実

施する。 
 
・有効性 ：  A 

  長崎県の特産素材を原料に用いることで地域資源
の有効活用が可能となり、作出された特殊卵は新しい

「ナガサキブランド」として確立が期待される。 
 

 

・総合評価 ：  A 

 県内の未利用資源に着目して活用を図ることは重
要である。また長崎をイメージできる新しい卵の作出

によって、消費拡大が期待され、安定的な生産による

所得向上も見込まれる。 
 

（平成2７年度） 

評価結果 

(総合評価段階 ： A ) 

・必 要 性 ：  A 

ストレス環境下での安定した生産技術を開発する

取り組みは、養鶏農家の収益性改善につながると考

えられる。しかし、特殊卵の生産技術においては付加

価値を高めるために機能性成分を高めても、表示で

きるようになるまでには、距離感がある。まずは、未

利用飼料資源を活用して生産性を下げずに、コスト低

減を図ることを検討するとよい。 

 

・効 率 性 ：  A 

養豚で飼料による暑熱対策の先行試験があり、効

率的な技術開発が可能であると考えられる。 

 

 

 

 

 

・有 効 性 ：  A 

特殊卵としてブランド確立が期待できるが、いかに

PRするかが課題である。最終的な本技術の使い手は

飼料メーカーと考えられるので、飼料メーカーの意見

も聞きながら進めるとよい。 

 

・総合評価 ：  A 

未利用資源の有効活用という点では評価できる

が、その後の特殊卵等出口のイメージが十分につか

みきれない。しかし、飼料米を取り入れる等で大きくコ

スト低減、新たな付加価値を生む可能性もあり、目標

以上の成果を得る可能性も十分あると考えられる。 

 

 

 対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応 

 特殊卵の開発によって、養鶏農家の収益改善が期

待できる。飼料メーカーとの連携を深め、飼料米利用

も視野に入れながら、生産性を安定させかつコスト低

減を図れるような技術開発に取り組んでいきたい。ま

た、共同研究機関とも連携を深め、普及に向けて試験

を進めていきたい。 



 

 

途 

 

中 

（平成30年度） 

評価結果 

(総合評価段階 ：  A ) 

・必 要 性 ：  A 

鶏卵生産において差別化された商品は、消費者の

関心や安全・健康志向の高まりの中で重要であり、今

後も需要が見込まれる。生産サイドではこのような差

別化された鶏卵は固定価格で取引され、価格変動の

影響を受けにくいため安定的な所得のために開発が

求められている。 

 

・効 率 性 ：  A 

 養豚において、暑熱対策の先行試験があり、養豚担

当者と連携して、飼料および鶏卵中のビタミン E 含量

の分析や血漿中の抗酸化能の分析を行っていること

から、効率的な試験が実施できている。 

 

・有 効 性 ：  A 

 飼料の販売元である、長崎県養鶏農業協同組合の

意見を取り入れながら本研究の実施を行った。緑茶粕

は暑熱期の採卵鶏に給与することにより、生産性に悪

影響を及ぼさず、卵黄中の脂質酸化の防止を軽減で

きることが明らかになった。 
 

 

 

・総合評価 ：  A 

 地域未利用資源を活用した試験を予定通り実施し

て、暑熱期における鶏卵の安定生産に寄与するなど、

一定の成果が得られている。 

長崎県は全国第 5 位のみかんの生産量を誇り、み

かんの生産地帯であることから、ミカンジュース粕の

最適給与法の検討、さらに機能性成分がストレス環境

下の鶏体に及ぼす影響調査を行い、現地実証試験を

行う予定である。 

（平成30年度） 

評価結果 

(総合評価段階 ：  Ａ ) 

・必 要 性 ：  Ａ 

地域内の未利用資源の有効利用は重要な課題で

あり、緑茶粕やみかんジュース粕を活用した暑熱期

の鶏卵の安定生産および機能性成分付与に関する技

術は養鶏農家の収益性改善につながることから、必

要性は引き続き高い。 

 

 

・効 率 性 ：  Ａ 

暑熱期における緑茶粕給与効果の有効性は養豚で

先行的に確認されていることから、効率的な試験がで

き、ポジティブなデータが確保されており、概ね計画

通りに進捗している。 

 

・有 効 性 ：  Ａ 

飼料メーカーの意見を取り入れながら研究が進め

られており、緑茶粕を暑熱期の採卵鶏に給与すること

による暑熱ストレスの軽減や、鶏卵の品質向上に効

果が見られるなど、当初計画した成果が得られる見通

しがある。原料となる地域未利用資源の安定した入手

経路、方法など実用化に向けて検討を進めていただ

きたい。 

 

・総合評価 ：  Ａ 

緑茶粕給与による暑熱ストレス軽減や鶏卵品質向

上に関する効果が見られるなど、計画どおりに進捗し

ており、今後、みかんジュース粕を対象に検討を進め

る予定であることから、研究を継続することは妥当。

商品段階での差別化は消費者サイドからの視点が必

要でありこの点の確認をすすめていただきたい。 

 対応 対応 

 地域未利用資源の安定的な入手経路、方法につい

ては、試験結果を提示しながら、資源の供給元である

ＪＡ全農ながさき大村果汁工場および飼料の販売元で

ある長崎県養鶏農業協同組合とともに打ち合わせを

行っていく。 

 商品段階での差別化については、消費者に対する

アンケートなどを実施し、確認を行っていく予定であ

る。 

 

 

事 

 

後 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 



 


